褥瘡対策委員会　議事録

開催日　　平成　23年　3月　2日　（　水　）　　　　　　　　　　　開催回数　第12回

時　間　　15時30分～16時

場　所　　病院　応接室

記録者　　本川　沙織
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＜褥瘡発生者の報告＞

· 病　　院→・東病棟～褥瘡１名

　　　　　　　・川村敏也様→仙骨部１回／１日処置施行。

　　　　　　　　浸出液減少、肉芽形成あり良くなってきている。　　　　　　

　　　　　　・リスクが高い方は、勝田ヒモエ様、　水梨孝純様　大久保美津子様　　　　

　　　　　　　・南病棟～褥瘡2名

　　　　　　　　村田タカ様→仙骨部１回／日ラップ保護　治癒状態であるため、治癒報告書提出予定。

　・丸屋庄司様→左踵部1回／日ラップ保護処置中。

・北山和子様→臀部1回／日ラップ保護処置中。

　　　　　　　・北病棟～褥瘡はなし。

　　　　　　　・西病棟～褥瘡はなし。

· 南山苑３Ｆ～褥瘡1名

・依田キワ様→状態改善傾向。1回/１日アズノール軟膏塗布、ラップ保護施行。

· 南山苑２Ｆ～褥瘡7名

・吉田ルエ様→1日2回の処置です。ポケットの中を洗浄後、よく水気を切り、ガーゼにゲーベンを塗り保護するという処置方法を行っている。

・上村よし様→膝に褥瘡あり。1日1回の処置です。
・軽米フミ様→尾骨部→エルタシン軟膏、亜鉛化軟膏塗布。右腰部→治癒の為処置終了

・早川忠様～仙骨部→イソジン消毒+処置実施中。

・高橋玉枝様～両踵部→アズノール軟膏塗布、ラップ保護施行。

・中野さち様～右大転子部治癒の為処置終了。

　　　　　　　・畑内マツ様～仙骨部発生→処置実施中。

　　　　　　　・中里ノブ様～左踵部→処置実施中。

・病院・南山苑ともに、状態の悪い患者様が多くなりが出来やすい人が増加して

います。早期発見･早期治療に努めて行きましょう。

＜連絡事項＞

・年度末である為、次年度へ申し送りできるように集計・書類整理していきましょう。

・栄養状態を考慮し“亜鉛”の補助食品が必要な方には取り入れていく必要があるが、自費で購入の為、ご家族への説明が必要である。栄養士ともよく相談の上使用について検討していきましょう。

・褥瘡を減らしていく具体的な取り組みを提案していく必要がある。次年度は早期に知識や予防のポイント等について委員を始め、他スタッフへの勉強会をし、早期発見・治癒に向けて取り組んでいく。

今後の委員会開催は　４/６(水)の予定です。










